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＜連絡事項＞
・医療機器等管理委員会 下半期研修の開催についてお知らせします。下記日程にて下半期の研修を開催いたします。

11/15（火）17：15～17：45

11/16（水）14：30～15：00

11/18（金）17：15～17：45

テーマ：「NEAR法の実施方法について」

講　師：佐藤　志穂JGM

対　象：病院看護スタッフ

　　 　　（実施経験のあるスタッフは資料確認とし、未経験のスタッフを対象に上記日程にて研修を開催します）
※感染拡大防止対策としまして、参加者は全員マスクの着用をお願いいたします。
＜週間予定＞
14日（月）島脇　法依様、松橋　文彦様～コミナティRTU筋注（2価BA4.5）施行予定
　　　　　インフルエンザ予防接種　1週間かけて実施
　　　　　出河　攻様～10：00から眼科受診・銀行の外出（スタッフ付添）
15日（火）島脇　法依様　11：00自宅退院
16日（水）　定期リネン交換
17日（木）　三浦　綾子様　14：00障害サービス申請調査（モニター）
＜患者様連絡事項＞
・島脇　法依様、松橋　文彦様～コミナティRTU筋注（2価BA4-5）施行しています。
・中川原　義雄様～家族からシェーバーが届いています。スタッフ管理としていますが、自身で髭剃りも不十分である為、介入し整容を行っています。
・出河　攻様～眼鏡作成のため外出しています。右目視野がぼやけると訴えがあり、眼科受診を勧められ帰院。眼科受診希望あり紹介状作成しています。
・池田　康憲様～腹痛の訴えがあり船場Dr診察しています。胆石による疼痛出現の診断にて、来週も診察となります。来週月曜日のリーダーは、船場Drへ声を掛けて下さい。

＜要注目患者様＞
・坂本　福子様～眠気の訴えはあるが日中の活動への影響はなく、自身でスケジュール管理しながら行動できている。対面時の多弁性なし。
・阿部　文香様～動作の確認や、同じ単語を何度も繰り返す様子は見られるが、介入への不機嫌さはない。適度な他者交流も見られ、日課には支障なし。
・池田　康憲様～11：00胃部にシクシクとした疼痛があると訴え、船場Drへ報告し診察。腹痛は外泊中に油脂分の多い食事を摂取した事で、胆石に影響し疼痛を引き起こしていると本人へ説明。入院中の食生活と現在の内服により、症状の改善は見込める事を伝えている。16日～17日の外泊を予定していたが、外泊は延期するよう説明あり。来週再度　船場Drの診察を予定している。本人へ様子をみる為、外泊延期となる事を説明し、本人も了承している。また、自宅での食生活に関しても今後指導していく事を説明。
・高橋　義明様～長昌寺から怒り口調での独語や、ニヤツキなど気分変動激しい。昼食事時レストランにて、怒り口調の独語を連発し、介入時にも威嚇的態度示される。レストランから戻っても、空笑、怒り口調の独語頻回にて、レボトミン（25）1Ｔ内服。以後徐々に落ち着き、入浴などの日課には影響なし。
・寺井　恵利子様～移動時、手摺を使っている。歩き方もぎこちなく不自然である。昼食後本人から、「体がおかしいんです。ビクビクとなる感じで、足や首がなって、首は手で殴られ時みたいにビクっとなって。」と訴えて来る。昼のバイタルサインの異常はなし。
＜菅野Ｄｒ診察情報・ケース検討＞

・島脇　法依様～夜間の睡眠状況を報告。本人からも、「夜ジッとしていると、眠気が来た時にムズムズし始める。最近急に症状が出た」と話す。退院後も続く様であれば、受診を早めるよう説明し処方は変更なし。退院後も安定した生活を継続するよう説明あり。
・上村　みわ様～食事の時の水分は摂取しており、残食も目立たなくなっている。本人から体重増加していると訴えがあるが、様子を見て良い事を説明受けている。夜間はトイレに1時間毎に覚醒していると話すが、睡眠はとれている。処方同内容継続。
・出河　攻　様～眼鏡作成の為外出したが、視力には問題なく、視野がぼやけると訴えが聞かれた事から眼科受診するよう勧められ帰院。本人からも眼科受診の希望があり、「右眼がぼんやりするのは去年からだ」と話しがある。紹介状作成する為、受診調整するよう指示あり。処方は同内容継続。
・中川原　義雄様～本日排便時に怒責した事で肛門痛の訴えあり。1回/月程度疼痛があるが出血はないと話す。本人から「先週先生がOKしたから待っているのに家族に伝わっていない」と主語なく話し始め、退院について訴えている。処方は同内容継続。
・滝田　英人様～困っている事を問われるが、言葉に詰まる様子見られる。衣類購入した事を確認すると、饒舌に話し始める。体調不良はないと話しており、処方は同内容継続。
＜勉強会＞
精神疾患の看護　　担当：澤田Ns
別添PPT参照
